
告

示

平成™œ年˜月™ 日 火曜日 第œ �›号官 報

自
転
車
競
技
法
施
行
規
則
及
び
小
型
自
動
車
競
走

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
自
転
車
競
技
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

自
転
車
競
技
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
経
済

産
業
省
令
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
三
十
二
条
の
三
第
七

項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
」
を

加
え
る
。

（
小
型
自
動
車
競
走
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

小
型
自
動
車
競
走
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年

経
済
産
業
省
令
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
三
十
二
条
の
三
第
七

項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
」
を

加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条

第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
一

月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省

環

境

省
令
第
一
号

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
五

十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
特
定
家
庭
用
機

器
再
商
品
化
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二
十

三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
家
庭
用
機

器
再
商
品
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二

年
厚

生

省

通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
九
条
第
一
号
ハ
及
び
同
条
第
二
号
ハ
中
「
第
三
十
二

条
の
三
第
七
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
二
条
の
十
一
第

一
項
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条

第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
一

月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省

環

境

省
令
第
二
号

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
五

十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
使
用
済
自
動
車

の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八

十
七
号
）第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
（
平
成
十
四
年
経
済
産
業
省

環

境

省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
一
号
ハ
及
び
同
条
第
二
号
ハ
中
「
第
三
十

二
条
の
三
第
七
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
二
条
の
十
一

第
一
項
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条

第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
一

月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
環
境
省
令
第
二
号

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
五

十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
平
成
二
十
三
年

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴

う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物

質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
四
十
条
第
二
項
及

び
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三

年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性

物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の

汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関

す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
環
境
省
令

第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
九
条
第
二
号
ハ
中「
第
三
十
二
条
の
三
第
七
項
」

の
下
に
「
及
び
第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
」を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条

第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
一

月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
三
二
五

二
五
、

一
、
一
一

長
峯

章
浩

四
三
二
六

二
五
、

一
、
一
一

田
中
聡
一
郎

四
三
二
七

二
五
、

一
、
一
一

松
倉

文
夫

四
三
二
八

二
五
、

一
、
一
一

中
村

龍
平

四
三
二
九

二
五
、

一
、
一
一

鈴
木

俊
幸

四
三
三
〇

二
五
、

一
、
一
一

藤
田

恵
介

四
三
三
一

二
五
、

一
、
一
一

生
井

泰
史

四
三
三
二

二
五
、

一
、
一
一

金
子
由
里
子

四
三
三
三

二
五
、

一
、
一
一

玉
井

和
浩

四
三
三
四

二
五
、

一
、
一
一

ˆ
木
千
賀
子

四
三
三
五

二
五
、

一
、
一
一

井
出

泰
介

四
三
三
六

二
五
、

一
、
一
一

山
口

益
功

四
三
三
七

二
五
、

一
、
一
一

高
橋

博
道

四
三
三
八

二
五
、

一
、
一
一

岡
田

繁
樹

〇
法
務
省
告
示
第
四
十
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

住
所
神
奈
川
県
平
塚
市
四
之
宮
７
丁
目
２
番
4
9号

グ
ェ
ン
・
バ
ン
・
ト
ゥ
ア
ン
昭
和
4
1年

1
0月

1
7日
生

グ
ェ
ン
・
ニ
ャ
ト
・
ベ
ト
平
成
８
年
1
0月

1
4日
生

グ
ェ
ン
・
ベ
ト
・
ト
リ
ン
平
成
1
5年
３
月
3
1日
生

住
所
千
葉
市
稲
毛
区
轟
町
１
丁
目
９
番
８
号

グ
イ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
コ
ア
昭
和
5
4年

1
0月

1
1日
生

住
所
千
葉
県
柏
市
富
里
２
丁
目
５
番
1
2
`
5
0
4号

許
華
銘
昭
和
5
4年
１
月
７
日
生

ル
ー
・
ト
ウ
ェ
ッ
ト
・
ニ
ー
昭
和
5
7年

1
1月

1
4日
生

許
一
笑
平
成
2
2年
１
月
1
6日
生

住
所
東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
南
２
丁
目
６
番
６
号

周
志
健
昭
和
5
7年
６
月
1
5日
生

住
所
川
崎
市
中
原
区
新
丸
子
町
7
4
9番
地
２

蔡
佳
洋
昭
和
6
0年
６
月
２
日
生

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治
資

金
監
査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

氏

名

抹
消
年
月
日

抹
消
事
由

一
一
七
一

三
浦

三
宜

二
四
、
一
一
、
二
九

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号

三
八
一

石
丸

幸
人

二
五
、

一
、

八

本
人
か
ら
の
申
請

一
一
六
六

太
期

友
里

二
五
、

一
、

八

本
人
か
ら
の
申
請

一
八
三
一

中
嶋

保
紘

二
五
、

一
、

八

本
人
か
ら
の
申
請

二
六
二
七

富
樫

覓

二
五
、

一
、

八

本
人
か
ら
の
申
請

三
五
八
二

松
田

範
和

二
五
、

一
、

八

本
人
か
ら
の
申
請

三
六
一
七

福
代

茂

二
五
、

一
、

八

本
人
か
ら
の
申
請
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